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Ⅲ．金融庁の事業の包括担保案について
 ニーズがどこまであるのか？
・成長するベンチャー企業
・将来キャッシュフローの担保評価は業績悪化時に低下
⇒業績悪化時のニューマネー調達は厳しいのでは
 マイナスの影響はないか？
・他の金融機関等からの資金調達への影響
・他の担保権利者等との競合
・事業再生局面への影響
・風評への影響
⇒十分、慎重な調査、検討が必要では
 実態把握・アドバイス機能強化に有効か？
・将来キャッシュフローの評価手法が、どこまで実態把握に繋がるか
・ABLの手法（商流、資金流、在庫、管理方法等の把握）がアドバイス機能強化に
⇒実態把握・アドバイス機能強化にはABL手法が有効では
（132）
